
現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

7,197 7,197

各団体が掲げた
目標を達成でき
たと回答した割
合

100%

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

学校教育振興事業については、子どもたちの「生きる力」や自ら課題を見つけ、主体的、創造的に取り組む資質等を養うため、各校がそれぞれ特色ある
教育活動等を展開できるよう、引き続き現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

教
育
総
務
課

学校教育振興事業

児童生徒の「生きる力」を育むため、市
立小中学校の特色ある教育活動等を推進
することを目的に、各校の教育振興協議
会の活動を支援する。

北広島市立小中学校教育振興協
議会補助金の交付
16団体　7,197千円

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-1 学校教育活動の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-1-1 義務教育9年間の学びを支える教育活動の展開



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

4,462 4,462

団体が掲げた目
標に対する達成
度

100%

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

中学校体育連盟支援事業については、中学生の体力やスポーツに対する意識の向上と心身の健全な育成を図るため、引き続き現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

教
育
総
務
課

中学校体育連盟支援
事業

北広島市中学校体育連盟が実施する市
内、管内大会を通じて中学生の体力の向
上、スポーツに対する意識の向上と心身
の健全な育成を図るため、交付金を交付
する。

北広島市中学校体育連盟交付金
の交付
1団体　4,462千円

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-1 学校教育活動の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-1-4 健やかな体を育てる教育の充実



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

2,484 2,484

中体連全道大会
等出場生徒のう
ち助成生徒の割
合

100%

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

全国全道中体連・中学校文化部活動大会出場支援事業については、スポーツ・文化に対する意識の向上及び心身の健全な育成を図るとともに、当該生徒
の保護者や教員等の負担を軽減するため、引き続き現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

教
育
総
務
課

全国全道中体連・中
学校文化部活動大会
出場支援事業

市立中学生のスポーツ・文化に対する意
識の向上及び心身の健全な育成を図ると
ともに、当該生徒の保護者や教員等の負
担を軽減するため、全国・全道中体連大
会並びに文化部活動の全国全道大会への
出場に要する費用の一部を助成する。

全国・全道の中体連・中文連大
会に係る参加費・交通費・宿泊
費等は一定の負担が発生するこ
とから、毎年の当該助成によ
り、生徒の保護者、教員その他
の関係者の費用負担の軽減が図
られ、生徒のスポーツ・文化に
対する意識の向上や心身の健全
な育成に資するものとなってい
る。
助成件数23件、出場生徒96名、
助成額2,484千円

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-1 学校教育活動の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-1-4 健やかな体を育てる教育の充実



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

28 28

姉妹校交流（オ
ンライン）を
行った学校数

100％（14校）

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

姉妹都市子ども大使交流事業については、姉妹都市との交流、郷土学習、平和教育を推進するため、今後も派遣交流を実施する。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

教
育
総
務
課

姉妹都市子ども大使
交流事業

小中学生が姉妹都市である東広島市と相
互に交流を実施し、ふるさと意識を高め
るとともに、両市の友好親善を深める。

令和2・3年度に続き、新型コロ
ナウイルス感染症拡大防止のた
め派遣交流を中止。
代替事業として交流校間の児
童・生徒会によるオンライン交
流や給食交流を実施。
各校で平和教育の一環として千
羽鶴を作成し、広島市を通じて
献納。
※千羽鶴作成及び献納に係る事
務用消耗品の購入及び発送経費
28千円

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-1 学校教育活動の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-1-6 社会の変化や課題に対応した教育の推進



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

2,796 2,796

各団体が掲げた
目標を達成でき
たと回答した割
合

100%

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

学校教育団体活動支援事業については、教職員の資質の向上と教育内容及び学校経営の充実を図るため、引き続き現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

教
育
総
務
課

学校教育団体活動支
援事業

教職員の資質の向上と教育内容及び学校
経営の充実を図るため、教育関係団体が
行う活動経費の一部を補助する。

学校教育団体（北広島市小中学
校校長会他3団体）への補助金の
交付
4団体　2,796千円

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-1 学校教育活動の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-2-2 教育環境の整備



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

9,790 9,780 10

校内放送設備の
デジタル化を実
施した学校の割
合

50%（R4年度時
点14校中7校実
施済。）

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

学校放送設備整備事業については、視聴覚機器や放送設備を活用した分かりやすい授業等を実践するため、引き続き現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

教
育
総
務
課

学校放送設備整備事
業

視聴覚機器や放送設備を活用した分かり
やすい授業等を実践できるよう、放送設
備・視聴覚設備のデジタル化等の設備の
更新を行う。

映像・音声のデジタル化をはじ
め、放送室を基盤とした施設・
設備全体の高機能化を実施する
ことで、教育環境のより一層の
改善・充実が図られた。

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-1 学校教育活動の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-2-2 教育環境の整備



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

1,350 1,350

予算の執行率及
び補助内容

100%
吹奏楽備品（楽
器）の購入
（1,408千円）

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

私立学校教育振興事業については、私立学校の教育環境の充実と保護者の負担軽減を図るため、引き続き現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

教
育
総
務
課

私立学校教育振興事
業

私学の教育環境の充実及び保護者の負担
軽減を図るため、市内に本校を有する私
立高等学校教育活動を支援する。

本市に所在する私立高等学校
（学校法人札幌日本大学学園）
への補助金の交付
1校　1,350千円

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-1 学校教育活動の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-2-2 教育環境の整備



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

126,073 2,352 39,228 84,493

市で設定したＩ
ＣＴ活用の到達
目標を達成した
教職員の割合
（北広島市学校
ICT活用推進計
画：目標
100％）

小学校85％
中学校84％

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

学校ＩＣＴ環境整備事業については、現状継続とし、既存機器環境の更新検討、保守管理やセキュリティ機能、校務支援体制の維持・充実を図り、計画
的かつ安定的な整備更新を実施する。また、国や道の動向を踏まえて、整備を行った機器の利活用促進を図るとともに、効果的な校務・学習支援ソフト
ウェアの導入検討等、児童生徒及び教職員の情報活用能力の育成に向けた調査研究を引き続き行う。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

教
育
総
務
課

学校ICT環境整備事
業

子どもたち一人一人に公正に個別最適化
され、資質・能力を一層確実に育成する
ための教育ＩＣＴ環境を整備する。

更新年次を迎えた既存機器の小
学校校務用コンピュータ（141
台）の更新を実施した。また、
ICT機器を活用した授業や校務を
より一層円滑化させるために、
民間事業者への委託業務を通じ
て、ヘルプデスクの開設、授業
支援及び研修会等を実施し、将
来におけるICTの高度な活用を見
据えつつ、全教職員のICT活用能
力の基礎力向上に取り組んだ。

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-1 学校教育活動の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-2-3 学校ICT環境の整備


